
第１分科会                                

学生さんと本音トーク

 ～働きがいがある会社って !?～

【パネラー】 

井上 真一氏  (株)大匠建設    代表取締役  （博多支部） 

鹿島 克介氏  (株)カシマ製作所  代表取締役  （のおがた支部） 

舩木 治氏   サン・フカヤ(有)  代表取締役  （中央支部） 

吉浦 隆紀氏  (有)吉浦ビル    代表取締役  （南支部） 

森田 英介氏  福岡大学 経済学部産業経済学科 3回生 

井津野 祐輔氏  福岡大学 経済学部産業経済学科 3回生 

安藤 来舞氏  福岡大学 経済学部産業経済学科 2回生

菅野 陽彩氏  福岡大学 経済学部産業経済学科 2回生

【コーディネーター】 

中島 一嘉氏  (株)アズマ     代表取締役  （久留米支部） 

【報告概要】 

今や常識となった SDGs ですが、まだ大企業や行政など断片的な取り組みに留まっています。しかし

日本企業の大部分を占める我々中小企業が、真摯に優先して取り組まないと、地域環境や事業・人権

が守れない事態にもなりかねません。しかし重要な事はよく分かっていても、何から手を付けてよい

か分からない中小企業家が多いのも事実。そこで第 6分科会では現役大学生を迎えて彼らが考える

働きがい、そして対する我々中小企業家は現実の経営面から、互いの理想と現実を共有して、働きが

いのある会社を共に発見したいと考えています。そのうえで我々が実践すべき未来について語り合う

例会とします。 

【役割分担】 

◇座長    山田 秀樹氏 【日本ビルケア（株）】  【代表取締役】  （福友支部） 

◇室長    今林 和文氏 【（有）和白電業】    【代表取締役社長】（かすや支部） 

◇記録    松岡 健太氏 【（株）Rise】      【代表取締役】  （青年支部） 

◇実行委員  合原 龍馬氏 【（有）名島パッケージ】 【代表取締役】  （東支部）

【当日進行表】 ※時間配分はあくまでもモデルケースです。微調整も可。

14：00   代表理事あいさつ 

14：05      室長説明 

14：08   4 委員長より各委員会案内及び趣旨説明 

14：35   パネルディスカッション（60 分） 

第６分科会 第２８回経営者フォーラム分科会ノート記入用紙



15：35   休憩（5分） 

15：40   グループ討論（60 分） 

16：40   座長のまとめ（5分） 

16：45   アンケート記入（5分） 

16：50   分科会終了・全体会へ 

【報告要旨】

１）就職を希望する現役大学生が考える「働きがい」の本音を聞く 

２）新卒採用を考えている企業経営者が求める「働きがい」の本音を聞く 

３）事前アンケートによる「どんな会社で働きたいか」を学生に問う 

４）事前アンケートによる「働きがいのある環境づくり」を経営者に問う 

５）将来への進むべき方向やありたい姿など、学生と経営者の違いを認めあう 

【深め合う学びと気付きのポイント】

会員企業の経営者と現役大学生とでは、働きがいや収益に関する考えが大きく異なって 

います。それは Z世代と呼ばれる世代間格差でもあり、社会環境に対する認識の違いで 

もあるでしょう。 

これから顕在化してくる少子高齢化による就業人口の激減ですが、これは我々経営者に 

とっても、企業を継続する事そのものが一層難しくなる現象と言えるでしょう。そんな 

中で持続可能な企業とするためには、これまでの価値観とは異なる価値観を持った人材 

を積極的に採用して行くことが大切になりますが、その彼らが何を考え、何を大切にし 

ているかを知ることは、今後の経営に於いて必要不可欠なテーマとなるでしょう。 

この事は SDGs８「働きがいも経済成長も」にも選択されていて、一見して当たり前の 

テーマではあるものの、実はその実態には相反する考え方や社会情勢が隠れています。 

学生にとって「働きがい」とは「社会貢献」であり「自己実現」と答える者が多く居ま 

す。一方で企業経営者側からは「企業の安定性」や「長く働ける環境」との答えが挙が 

っています。これらの相違はつまり「生きがい」を実現するための手段として、「働く」 

をどう考えるのかが、深め合うポイントとなるのではないかと考えています。 

この分科会では、社会経験がまだ少ない学生諸君がどんな仕事をしたいのか、またどん 

な会社で働きたいのか、処遇はどうなのかじっくり本音で聞かせて頂く機会とします。 

また我々経営者は社会環境や経営戦略のもと、社会に求められる企業をどう構築して 

行くのかを示さねばなりません。そんな互いが考える未来をざっくばらんに出し合って、 

経営者として今後どんな取り組みが必要になるかを、再考する機会にして欲しいと願っ 

ています。 

【グループ討論テーマ】

10 年後における「働きがいのある会社」とは 






